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R I  I 研 究 会 発 足 層ヒで

昭和34年 4月

(1)内田 勝 (阪大技師学校):最大情報量撮影ここついて (1)、 日放技誌

重 (1)77‐ 80(1959)刊行    、

昭和37年 12月
(2)金森仁志 (島津):X繰写真の情報量の表示法 (第 1報)、 日医放会誌

盤 (9)鶉0‐996(1962)刊行

昭38.1.19 金森仁志が日医放関西部会 (レ ントゲンアニベント)で (2)の
論文を発表        ン

21 内田 勝が島津製作所に金森仁志を誌問。今後の研究交流を絢東。

2 第6回日経散物理部会 く大阪)で、内田と金森が招待されて、

(1)(壺 )の内容を講演する警であつたが、時間切れで次国になった.

13 村田和美博士 (大三試)が、販大病院で、レスポンス関数の議演

13 第7回日医放物理部会 く米子)で、内田と金森が情報量について、

(1)(2)の内容を講演.多 くの質問あり,本村幾男 (レ ントゲン

技専校)が、研究会設立を示唆.

昭38.10。 4 第24回応用物理学会鸞演会 (福井)で、金森が (2)を発表.

村田和美塵長.佐柳和男 (キ ヤノン)と期中 勇 (富士フィルム)憾研究会

参加を依頼。

昭38.1119 金森が阪大技師学校に内側を諮問ふ情報量撮影懇議会 (仮称)準 .

機会のメンバーを決定。会長候補として立人 弘教授 (阪大医放)

と篠田軍治教授 (阪大工応物)の名前が上がったが、最終的に立入

教授にお願いすることに決定.         〉

昭38。 11。 12 内日、金森が販大病院に立入教授を誌問して、会長就任を要請.

昭38. 1.

昭38.4.

昭38.7.

昭38.9.
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昭 38.9.13 7回 日医放物理部会
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昭 38.10.4 2 4 1nl応 用物理 学会講演会 (福 井大 学 )で 金森 が発表

座長 村 田和美先生 、佐柳氏 (キ ャ ノン )と 畑 中氏 (富 士 フ ィルム )

に研究 会案 内 を依頼 した 。



昭 38.11.9 金森が 阪大技 師学校 に内田先生 を訪 問

準備会 に招待す るメ ンバー と立入会長要 請 を最終決 定
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11青 1日曰L量 JH馬≧影 夕[R談 会 (イ反熱〕準備会ごづ椰ξ中

上1記 の書セ関 して ご賛同を頂 きましてあリバとうこ"さ じせした。

多数:の 方 の々3・玲量により,つぎのようlこ 日時 七決ntて頂き

ましkので , ゴ虫茄下さい・

日時   12月 21日 (土〕 午前 10時 ～4'時

場所  限大幅 病院 2下者会議 里

(大下貫市キ鴨島腱堂島決通 (丁EL)431-0051)
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昭 38.12.21 阪大 病院で準 備会 を開 いた あ と「新東洋 Jで 懇 親 会 、宿泊
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佐柳 (キ ャ ノン ) 重松助教 授 (阪 大 医放 )
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第 1回 研究 会 を金森 の世話 で島津 で開催す ることにな つて 、

この案 内 を発送 したが 、急逮 、中止 を命ぜ らる。
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会場 を京都 大学 の施設 、京 園に変更 。

この案 内は発送せず 、幻の第 1回 研究会 とな る。
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金森 が世話 役 をす るこ とが不可 能 にな つた ので 、

内田先生 が 事務 局 を引 き受 ける こ とにな つた 。
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第 1回 研究 会 ご案 内の送 り先
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第 1回 RH研 究 会 昭 39.3.21 阪大病 院会議室

立入会 長

資 l
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昭 39.7.4 2回 RH研 究会  東大 医学部 図書館 (新 設 )



昭 39。 9.3 国 際光 学会議  東京 プ リンスホテル (芝 高輪 )で 土井 、金森 、大上 、本 下iが 発表
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金 森 座 長  H.H. Hopkins 土 井



9月 7日 か ら会場 を

京都 会 館へ 移す 。

!NTERNAT10NAL CONFERENCE
ON

剛 RAPHIC AND SPECttROSCOP10 0PTICS
IN KYOTO ‐

SEPTEMBER 7-8  1964
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昭 39.9.6 国 際光学 会議 (IC0 1964)の 参加者 が集 つて X線 写真 の Informal Meeting

京大楽 友会館

出席者  PrOf.Berg(ス イス )、 PrOfo SchOber(西 ドイツ )、

佐 柳 (キ ャ ノ ン、司会 )、 村 田 (大 工試 )、 内田 (

戸 谷 (名 市大 )、 鳥生 、土井 (大 日本塗料 )、 大上

金 森 (島 津 )

戸谷 村 田

Dr.Becker(オ ランダ )、

阪大 )、 竹 中 (東 大 )、

、畑 中 (富 士 フ ィルム )、

Berg Sch6ber Becker 生

一

鳥

一



町

‐

土 井

|

内 田

大 上

争

一ヽ
内 田 竹 中 大 上   Berg  SchOber  Becker



昭 39.H.7 3回 RH 研究 会  大 阪本 町 、富士 フ ィルム大 阪支社

ビ＼デ
.bl



昭 40.3.6.4回 RII 研究会  名大病 院放射線科 図書室 (地 下 )



昭 40.9.25 6回 RH研 究 会 大 阪市 立大学 医学部

阪大工 鈴 木達郎教授

藤野清久教授

・｀●
“
‐嘲

"=  
哺

鴨

6リ ト11・



昭 40.12.H 7回 RH研 究 会 東 京女子 医科大 学病 院

こ‐/´/11‐″
::

島
―
三



爾 恥 . 一 色 小 林

昭 41,1.27

日本非破壊

検査協会

鰐 鐵戯鮮幹おこたま

本郷学 士会館

108小 委員会発 足

準 備会

昭 41.3.15

第 1

本郷学 士会館

回研究 発表会

昭 41.5。

9.

12.

７

　

　

９

　

　

１

２

　

　

　

　

　

　

２

第 2回  島津製 作所

第 3回

第 4回

朝 倉

(東 大 生研 )

赤井

(東 京都 アイ ソ トー プ研 )
市 ‐   土 HIFI I



昭 41.3.5

8回 RH研 究会

名大病 院

放射線科 図書室

昭 41.8.6 東 京 で

RII委 員会 発足  臨時 に集 まつた

内田 (阪 大 )

竹中 (東 大 )

佐佐木 (名 大 )

金森 (京 工繊大 )

津田 (島 津 )

伊藤 (キ ャ ノン )

野田 (日 立 )

畑 中 (富 士 フ ィルム )

木下 (NHK)

土井 (大 日本塗 料 )

″  ′

」=み
ζ おi

ゃ、ど̀`|



日3和 4′ 軍 7月 ′ノ ロ

森 仁 たヽ 委員殿

夫L兼ウ 0こ 基 す"く ィ針長 島・』ひ"キ 員 ′θ名 は 下吉己 ● 」直 リ
i夫 定 しました。 こL.■ ■・テロらt rAし ,す .   1 …`…

合 畿  立 入  ダム

季 員  イア 腱   宏 (十 ヤノ)) 。内 田  月券 イ豚六,)

金 轟 ィニ t́。 (点ェ綺
°
人)  木 下 亭攻

'P,(lVH K)oイ左●ホ ヤ た止 (名 人)  o年年 tP 賞 ― (彙 人 )

,「 口  た 人 (3丼 〕   ム  針  手p二饉 rAOネ t Fl・ )

野 田  ネ 雰 (日 立 )  大田 中   勇 (おtフィ,Lム )

・
`7は

常イモ今 員

会長 主人本気I受 ITキ f■ 拳 員 キL亀 .子た″名P合 により 全 i
こ古キィー Ⅲ ‡ し た . 令 ftt it R.I.1.計 見含 の右員自 ヒ
して 1lr^力 飢

・
くこう .・ 1損 精 † ていす 。 した が°って 在́||¬

ゎ :=足 主オた授 θ島 4t及 投 θ上入な it.い !教 手え 0争 名 ヒ
な 37た て"す 。
中 f二 ■ 員ぉ ょび 李 員 ●ヽ"決 定 し
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た の マ゙ ´ 十 ノ |コ 各

員会 と、ε 月
`日

曖 求 点 ■"曲 fiす 3予 定

`評

4al.H■ 日達
r7bι ます

‐
)・ て‐ めヾ・

θ それ ま■‐o■ .全 晏 名 耳 と ィ年だ した
・

(各 ι“よ T.
つ きま し て |ょ 。 当 毛1先 全 に 出 鼻 可 性 マ“ 二L在 二ヽ・ 方面 のЪけ
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。
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二 .′ '1ュァキL~薦
軌
°
‐

‐くみ し“
=‐

す。 1司 封 oバ
"…

…
…

百合 百―ft―仁‐レ■
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た こ 待 7=已 入 0二 ′7月 Z夕 日
(′ギ 石 )き て̈ 0こ 律了二 上 で さい

こ TI千ちう ム・環|ぃ 中 t二 o7-1 す .

オ欠,■ 黎襲イメー丼 l L 74-ノ ーLヨ レうけ見食

lη  lコ    月券

立入会長辞 任 、高橋信 次 (名 大 医放 )会 長 とな る。



昭 41.10.1 16回 日医放 物理 部会 (金 沢大学 )で レス ポ ンス関数 に関す るシンポ ジウム

特
別
講
演

常長

親
イ、
3■

9.30

09vう /)つ 卜Kに `移ゐ́杉 匿∠)ギ

・≧
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場



昭 41.10. 市内観 光

金
沢
城

一

兼六 園

九谷焼 き

小西 金森 宏司

卵
辰
山



41.12.2 泊

国
家
公
務
員
共
済

一綺ｎ二一叩は一二ノ、が猟



昭 41.12.3 11回

il  .‐
 11   1      、|  ‐1 1‐

RII研 究会 地方 巡業 九州大学病 院



昭 42.2.3

日本非破壊1  108小 委 (第 3回 )

〈
検査協会

第 5回  名 古屋 市立 工 業研 究所  
「

…
シ

昭 42.6.14 第 6回

コ
・
猥猥ョコ

襲聾¬ョT

12レ 2.3

4Z、 ID。」

昭 42.10.5 第 7回

日本鋼管 (川 崎市弁天橋 )

昭 43.H.20 第 8回

京都 農林 年金 会 館

ここで立 ち消 え とな つた 。

→



昭 42.2.4

12回 RII研 究会

名大放射 線科

内田  伊 藤 高 野

,'
高野

(フ ジ )

野 田

(日 立 )

津 田

― ‐

_

佐佐木

第 1回 出版物

放射線 像 の研 究

校 正



竹中

(東 大 )

高橋会長 (名 大 )木 下 (NHK)





昭 43.7.20 17回 RH研 究会 ,富 士 フ ィル ム 足柄研究所

や 、1ア.10‐ しo.

前 日に富士 フ ィルム芙 蓉荘 で委 員会

ζ、

御来訪記念 富士写真 フイルム株式会社足柄工場



すマ与ゝ サ. こヽン:1,I亀
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セム■―・
これンヽ摯ブ1‐ 1輩 書 昭 46.11,26-27

30回 RH研 究会

宮崎観光 ホテル

特別講演

デル タ函 数お よび その応用

宮崎大 学工学部  餌取寛次 助教授

鵜
戸
神
宮

金森 は スイス 出張 中

Piratus Titliゝ



4`.算2 駐tl

昭 46.5.22

28回 RH研 究会

小西六写 真工業 (東 京 )

特別講演

欧米 にお ける放射線 医学事情

宮 崎 大学  内田 勝教授



昭 48.9.8 37回 RH研 究 会 京都工繊大

特別講演

パ ター ン認 識の現状 と将来

京都大 学 長尾  真教授





八瀬 鱒之 坊で懇親会



12.8 38回 RH研 究会 電気 通信大学 (調 布市 )

特別講演

1 場に よ る図形の変 形 とその応用

‐  電気 通信大学  藤村 貞雄 助教授

1 蛍光 X線 法 の In Vivo動 態検査お よび

. 
イメー ジイ ングヘ の応用

理学 電機絆  種村 孝氏



昭 50. 6. 7-8 44回 RH研 究会  信州大学病 院 (松 本市 )

特別講演

血液型 自動測 定のための擬集

識別装置 につ いて

信州 大学 工学 部 電子工学 科

工 藤道夫教 授

50. 4. 1

内田教授

宮崎大 か ら

岐阜大 に転勤

昭 51。 2。 28(土)名大病院 (47回研究会)の前日、

が、内田先生か拒否。

小 寺  内田 田中  吉本 ―

(岐 阜大 )  (九 大 )

竹中、長谷川氏が事務局移転を提案された



昭 51.6.19 48回 RH研 究会  帥ナ ック会議室 (東 大 生研 の近 <)

ヵフ,ハ 静鉢 、S 特別講演

コンピュー タ トモ グ ラフ ィ像

再生 アル ゴ リズムの比較

日立 中央研究所  山本真司 氏

顕微鏡画 像処理

東京大 学生 産技術 研究所  尾上守夫教 授



夕)″

`,、

Q Rll  れ,クカ 昴tl

東大生研  尾上研究室 見学

'      89ι    o   咄

物性研



昭 51.9.11 49回 RH研 究 会  阪大 基礎工学部

50回 RH研 究会 放射線 医学総 合研 究所 (千 葉 市 )

特別講演  コンピュー タ断層 につ いて

放射線 医学総 合研究 所 飯沼  武室 長

特別講演  医用 画像処 理

大 阪大 学 基礎工学部  田中幸 吉教授

昭 51.H.27



日立上総湊 保養 所 (千 葉県 )で 懇親会

|

石
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昭 52.H.26

54回 Rll研 究会

東大病 院好仁会

特別 講演

視 覚 の認識機 構 につ いて

NHK放 送科 学基礎研究所

樋渡 )lI.所 長

フ ィルムの物 理化学 的特性

富士 フ ィル ム帥富士宮工場

氏

一

実

一

田

一

園

一

昭 53.3.H 55回 RH研 究会 浜松 医大

特別講演

人 体内景 の放射線 に

浜松 医科 大学

よるイメー ジイング

高橋信次副学長



昭 53.9.2

57回 RH研 究 会

国立循環器 病セ ンター

ロ(大 阪 、吹 田市 )

特別講演

冠動脈造 影の画質 と

臨床的問題点

国立循環 器病 セ ン ター

小塚 隆弘部 長



昭 53.12.15-16 58回 RH研 究 会 (15周 年 記念 、CTシ ンポ ジウム )東 芝芝翠 荘 (箱 根強 羅 )



昭 53.12.15 懇親会
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英保助 教授   九大 小西

桑 原 研見学

亀



ヽ
　
一　
ヽ
■
ｒ

一　
口ｔ

一
発

。

＜

３

間
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昭

年

大

６

12.21(上 ) 阪大病院で準備会、羽衣「新東洋J

昭 33。 お。21(上)阪大病院 第 1回研究会

で懇親去、宿:白

日g45.5。 16(上)富士フィルム本社 (24回研究会)

ill先生)iこ移転を決定。

の委員会
‐
t~事務局を東京 (11・中、長答

曜 51.2.23(上)名大病院 (■
r7回

研究会)の前日、竹中、長谷川氏が事務局移転を提案された

が、内圏先生か拒否。

ヨぎ56.6.11(上) 38回 Rll研究会 東大好仁会 :ケ申、長答川、隆佐木、杉本、金森

CTシ ンホジウム (田中栄す会長、飯選 武プログラニ、委員長〉から、RII研究会と合

誓して医用画像工学研究会 (:lへ‖lT)を 作 1)た いとの申し出を検討.

目召 5薔 。8.29(上 )69回 RII研究会 島津共済会館.

同上をもう一度検討
・
。

・

li

昭 51348`
ム
ロ

ム
〓

ヽ
、
‐
′
ノ

／嚇編
‐―
ヽ
中調］臨

陣紳殴
剛い時

一″一　一し　ムロ昭 56.10。 i3 名古屋5Ftタ ーミナ/Lホテルで委員会 内田、キケ中、長答111、 性注末、金森 (]Tシ

〕ふジウムと合 1丼 せず:こ 、今まで通 り存続することに決定した。
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5も . 12.

574 3.

こT. 1;.

57. 1).

0回 東大生研。

1回  名大病院。

2回 東大好仁会。

3回 富士フィルム大阪支店。

昭 56.6.13 68回 RH

好 仁会

研究会

東大 医

特別講演

最近の超 音波診断装 置 につ いて

武蔵工業 大学  井 出正男教授

■■ズ  千虫 P
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飯沼  武 氏 か らの 医用画 像工 学

研究会 との合併 の 申 し入 れ につ いて

討議  (RII委 員会 )

56. 10. 13

結 局 、合 併 せ ず 存続 とな った 。



57. 12, 3(金 )関 西 委 員会 で関 西 で事 務 局

tIAM I Tと の合 併 を勧め るこ

を引 き受 けず に

とに した 。

く
Ｏ
ｏ
　

　

ｏ
　

　

コ^
ー

津鰯 〈島津〉  運ホ (阪大歯)

事務局が工繊大へ移ったいきさつ。

日召 57. 11。 長谷川先生から金森へ手紙。

東京の事務局 (竹中、長谷川)辞任の意志。
CTシ ンポジウムの合併は拒否したい。

この間に内田先生が引き受ける気になった。

1昭
57.12.3(金 )上 の 写真

ミ
11(土 )74回 研究会 東大医。

内田先生から金森へ TEL 事務局を関西で引き受けることにする。
会長を立入教授に戻す。

故技事務局 竹中 (内田先生が引き受けた)、 山下 (内田先生から TEL力 あ`った)

津田 (JAMITと 合併する方がよい)。

６

①

②

５ ７

　

５８
．

昭

　

昭

12.

1。  1

昭 58:le 8

昭 58.3。

昭 58.4。

昭 58.

日召 59。

６

　

６

12(土 )名 大計算センター 75回 研究会の前に名古屋駅ターミナルホテルで会合、内田、
竹中、長谷川、佐佐木、金森、山下。
会誌のこの号 oヽl。 13 No。 1ま で東京事務局が担当:あ とは関西に引き継ぐことに
なった。会長に内田先生を推薦することにした。

16 会長、渉外を内田、会計、庶務を山下、編集を金森が担当する案を作うた。これを76回
研究会 (6月東京)で提案することになった。          ｀

H 76回研究会 (東大好に会)の委員会で、事務局を阪大に移すことを決定。
30 79回研究会 (東大医)の委員会、総会で事務局を京工織大に移すことを決定。

考め承
.た し'箕 ■



鳥臨純一部教授
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昭 58. 6.Hく土)R!1研究会 76回 研究会 (東大好仁会)。

総会で事務局移転を決定。 内田会長と新委員を決定。

事務局を大阪大学医療短大 (山下一也助教授)、

編集を京工繊大 (金森仁志教授、中森伸行助手)にする。

会  長

顧  間

常任委員

委  員

内田 勝

立入 弘,

金森仁志 ,

飯沼 武 ,

滝沢正臣,

速水昭宗 ,

R.I 研 究 会

高橋信次

佐々木常雄,竹中栄一,津田元久,長谷り||

木下幸次郎,佐藤孝司,佐柳和男,杉本

中森伸行,三浦典夫,矢仲重信,山崎 武

光田秀雄

伸,山下一也

博,高野正雄

特「1講演
 嚢霧』戦      L鞘√真野 勇助教授(NMRCT)

昼休み 委員会

東大構内 山上会議所



曜 58. ll.5 RII研究会T7国研究会 京都工織大 電子会議室

(販大に事務局が移転して 1回 目の研究会)

1キ別講演 京都工芸繊維大学情報処理‐センシーの画像処理
=′

工織大電気

見学会 1｀青報処理センター饉像室と金森研究室 X線 ス了`くク

ステニ、1■ ついで

宮下豊勝動教授

トル猥1定装置。

昼休み 委員会

内日会長の「分科こ統合」を会誌に掲載して

学会昇格を会員 :こ 問うことになつた。

カンポール 3潜食堂



講護去j易

速水座長

J}青報処理センター.見学

画像室



金森研究室 2階  20
スベクトル製J定装置説明

5号 室

松本政雄 (工繊大へ内地留学中)

事務局を関西地区に移 して,は じめての研究会を開催 し,事務局の苦労を痛感 した。改めて,竹中,

長谷川両先生の長年のご努力に敬意を表 したい6

巻頭言に内田会長の提言を載せることにした。たとえ学会になっても,今迄の研究会の長所を生か し
て楽 しく討論できる雰囲気を残 し, レフリーは親切にア ドバィスして気楽に投稿できるようになってほ

しいものである。会費もなるべ く値上 げしないようにしたい。今は分科会どころではない。これはもっ

と成長 してからの問題であろう。 (K)
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ス′iク トナI´ 組1竃 綾こ)'一 F処理

装置□説明 4階  408号 室

三襲 ズ■■ム



昭 59。 2。 25 第78回研究会 名古屋大医療短大 く性佐木教授)

(阪大に事務局が移転して2回 目の研究会)

特別講演 デイジタルラジオグラフィ (DR)シ ステムとそのセンサー

フジフィルム宮台研 宮原淳二氏



終了後 常任委員会で学会昇格を決定。

78回研究会の総会で提案することとなつた。
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